
A 会場

10: 10-11: 40 

核化学 1 

第 25 回放射化学討

講演発表
〇印は連名の場合の口頭発表者。

1 演題の時間は講演15分、討論 5 分。

[ 〕内は講演開始時刻。

三

座長今西信嗣（京大原研）

琴 4
団冊云

1 AO 1 133Cs と 139Laの光核破砕反応の収率分布： lOOMeV vs. 200Me V 

[ 10: 00] （金沢大理） 0堂庭雅夫•浜島靖典•岡田喜久雄・坂本 浩

1 A O 2 5'CoのびHe, n) 反応について

[ 10: 20] （都立大理） 0高橋正人・永目論一郎・末木啓介・中原弘道

1 AO 3 14N+"2Ni重イオン反応

[ 10: 40] （都立大理） 0末木啓介・永目諭一郎・高橋正人・中原弘道

（理研）河野功

1 A O 4 20Ne+5°Cr ,54Cr重イオン反応

[ 11: 00] （都立大理） 0永目諭一郎・工藤久昭・末木啓介・高橋正人・中原弘道

（理研）河野功・矢野倉実

1 A O 5 197Auの重イオン核反応

[ 11: 20] （原研） 0馬場 宏・馬場澄子・畑健太郎・市）II進一•関根俊明・篠原伸夫・

鈴木敏夫・田村務

＜昼休み〉

13: 30-13: 50 

第 25 回記念祝辞

木村健二郎

座長秋葉文正（弘前大教育）

13: 50-14: 40 

特別講演

放射線の単位と放射能精密測定技術
由良治（電総研）

座長工藤冽（茨城電通研）

14: 50-16: 10 

核化学 2 

座長斎藤直（阪大理）

1 AO 6 タンデム型イオ‘ノ加速器を用いる長半減期放射性核種の測定

[ 14: 50] （東大核研1 •東大物性研2• 東大理3 ・九大理4 ・東大原セり 0今村峯雄1• 永井尚

生2 •橋本激夫3. 小林紘一4 •吉田邦夫2. 山根功5 •山下 博3 •井上照夫I •田中

重男 1 •本田雅1建2

(1) 



1 AO 7 低＝ネルギー重イオンの飛程

[ 15: 10] （都立大理） 0三浦太一・村松久和・中原弘道

（東北大理）田中英二（東北大サイクロ RIセ）藤岡 学

1 A O 8 234U （第一励起状態）の内部転換崩壊で生じる L殻二重電離

[ 15: 30] （京大原研） 0今西信嗣•藤原一郎

1 AO 9 238Pua崩壊に伴なう L殻電子"shake off" 

[ 15: 50] （京大原研） 0今西信嗣•藤原一郎

〈休憩〉

16: 30-17: 50 

座長今村峯雄（東大核研）

lAlO ISOL による90mRb,90唄bの崩壊の研究

[ 16: 30] （京大原研）〇藤原一郎・今西信嗣（京大原子炉）岡野事行・川瀬洋一

1 A 1 1 Cm-242の自発核分裂半減期の測定

[ 16: 50] （原研） 0臼田重和・河野信昭・梅沢弘一

1 A 1 2 固体飛跡検出器による9Be（元，冗N)8Liにおける反跳8Liの角度分布の測定（II)

[ 17: 10] （京大原子炉） 0林 茂樹・岩田志郎

1 A 1 3 235U におけるNEETの研究

[ 17: 30] （阪大理）〇篠原厚・斎藤直（神戸女大）音在清輝

B 会場

10: 00-11: 00 

分析

座長高島良正．（九大理）

1B01 PIXE法の環境試料への応用ー安定元素の揮発に関する二，三の検討

[ 10: 00] （放医研） 0石川昌史・村松康行・石井紀明

（東北大理）V.R.Navarrete •伊沢郡蔵・大森銃•吉原賢二

1 B O 2 Redox sub-and super-equivalence 法によるアソチモ‘ノの同位体希釈分析ーヒ素共存下に

おけるアンチモンの定量

[ 10: 20] （静大理）神原富尚0吉岡濶江

1 B O 3 硫酸第ニセリウムによるアンチモ‘ノの酸化還元放射滴定

[ 10: 40] （静大理） 0神原富尚•吉岡濶江・左口治良•福井 享

く休 憩〉

11: 10-12: 30 

座長長谷川囲彦（静大理）

1B04 EDTAを用いるラソタンの不足当量分離

[ 11: 10] （茨城電通研） 0加藤正明・工藤冽・小林健ニ・重松俊男
1 B O 5 不足当呈法によるオーチャードリーブス中のモリブデンの定量

[ 11: 30] （茨城電通研） 0重松俊男・工藤 冽

1 BO 6 二酸化スズによるフッ素の不足当量分離

[ 11: 50] （茨城電通研） 0鹿野弘ニ・工藤 冽・小林健二

1 B O 7 放射性同位体を用いる金属錯化容量の定量法

[ 12: 10] （九大理）大崎進〇萬年直志・高島良正

＜昼休み〉

14: 50-15: 50 

放射化分析 l 

(2) 



1 B O 8 

[ 14: 50]
1 B O 9 

[ 15: 10]

1 B 1 0 

[ 15: 30]

座長平井昭司（武蔵工大原研）

濃縮同位体を利用する安定同位体希釈放射化分析

（東北大核理研） 0桝本和義・八木益男

半導体ケイ素中の窒素にたいする赤外吸収分析用較正曲線の荷電粒子放射化分析による決定

（信越半導体） 0桝井積・村岡正三（理研）野崎正

熱中性子および熱外中性子放射化分析における二，三の問題点と考察

（明大農） 0塚田正道（都立大理）堀内公子・中原弘道

（北里大衛生）村上悠紀雄

く休 憩〉

16: 10-17: 50 

座長野崎正（理研）

1 8 1 1 多摩川水系における微量元素の分布

[ 16: 10] （武蔵工大原研）平井昭司

1 8 1 2 ピペラジンジチオカルバメートセルロースを用いる天然水中微呈元素の放射化分析

[ 16: 30] （神戸環保研） 0今井佐金吾・室井元雄・浜口 彰（京大原子炉）小山睦夫

1 8 1 3 放射化分析法による珪藻中の微蓋元素の定量

[ 16: 50] （東ア研） 0永塚澄子・谷崎良之・山崎正夫

1 8 1 4 樹木の放射化分析（II)

[ 17: 10] （武蔵工大原研） 0本多照幸・鈴木章悟•平井昭司

1 8 1 5 敦賀半島のビーチサンド・粘土・岩石の放射化分析

[ 17: 30] （奈良教大） 0三辻利一•平賀章三・山本成顕

C 会場

10 : 00 -11 : 00 

メスバウアー効果 1 

座長前田米蔵（九大理）

lCO 1 TDPAC による磁性酸化物表面に吸着したIIIIn （→ u1cd) のスピン緩和

[ 10: 00] （理研）浅井吉蔵•関沢 尚•安部静子0安部文敏

1 C O 2 コランダム型磁性酸化物表面に吸着した無相体57Coの発光メスバウアースベクトル

[ 10: 20] （理研） 0安部文敏・安部静子・岡田卓也•関沢 尚

1 C O 3 五配位および六配位コバルト (III) テトラフェニルボルフィリン錯体の発光メスバウアー

[ 10: 40] スペクトル

（理研） 0寺井善郎・山本喜代子・野崎 正

11: 10-12: 30 く休 憩〉

座長安部文敏（理研）

1 CO 4 いくつかのクロスオーバー錯体に対するy線照射効果

[ 11: 10] （九大理）前田米蔵・大塩寛紀0堤 直人・高島良正

1 C O 5 スピン平衡錯体〔Fe(acen)(dpp)〕（B弘）のメスバウアー分光学的研究

[ 11: 30] （九大理）前田米蔵0大塩寛紀・高島良正

1 C O 6 鉄と硫化水素等との反応生成物の散乱電子メスパウアースペクトル

[ 11: 50] （東大理） 0松尾基之・富永健

1 CO 7 メスバウアー分光法の地球化学への応用（4) 標準岩石のメスバウアースペクトル

[ 12: 10] （東大理） 0薬袋佳孝・富永健

＜昼休み〉

(3) 



14: 50-15: 50 

メスバウアー効果 2 

座長片田元己．（都立大理）

1 C O 8 ホウリン酸カリウムガラスのメスパウアーならびにESR研究

[ 14: 50] （九大理） 0西田哲明•宮本義章・高島良正

1 CO 9 少量の塩化物イオンを含むホウ酸カリウムガラスのメスパウアーならびにESR研究

[ 15: 10] （九大理） 0西田哲明・甲斐徳久・高島良正

1 C 1 0 ホウケイ酸カリウムガラスの低温メスパウアースペクトルとアニーリング効果について

[ 15: 30] （九大理）西田哲明0平井俊晴・高島良正

く休 憩〉

16: 10-17: 50 

座長荒谷美智（理研）

1 C 1 1 加算同時計数法による散乱電子メスバウアー分光分析

[ 16: 10] （都立大理） 0遠藤和豊•水井最•佐野博敏

1 C 1 2 トリス（オキサラト）鉄錯体における中性子照射効果

[ 16: 30] （都立大理） 0明石潤子・片田元己•佐野博敏

1 C 1 3 複数のメスパウアー核種（119Sn, s1Fe, 197Au) を含んだ有機スズボリマーのメスバウアー

[ 16: 50] 分光学的研究

（都立大理） 0片田元己•平沢安正・佐野博敏

1 C 1 4 メスパウアー測定用の PPAC の試作

[ 17: 10] （都立大理） 0三浦太ー・村松久和・中原弘道（東大宇宙線研）山越和雄

1 C 1 5 119Snの23.87keV転移の外殻内部転換に対する化学効果

[ 17: 30] （都立大理） 0村松久和・三浦太ー・中原弘道（東北大サイクロ RIセ）

藤岡学（東北大理）田中英二•新井康夫（理研）橋爪朗 ・

三
A会場

9 : 00-10 : 40 

ホットアトム 1 

座長大森鎌（東北大理）

2 A O 1 トリス（ビピリジン）ルテニウム (II) 塩化物系における中心金属の反跳挙動

[ 9 : 00] （筑波大化）池田長生0渡辺裕夫・荘司 準

2 A O 2 核分裂生成物中の放射性ヨウ素の化学形について

[ 9 : 20] （筑波大化）池田長生•関 李紀0山本一夫

2 A O 3 各種状態におけるトリス（フェナントロリン）ルテニウム（II) イオンの (n, y)反応に

[ 9 : 40] おける中心金属のリテンション

（日本医大） 0田中幹夫（立教大原研）高見保清（立教大理）石森達二郎

2 A O 4 コバルト（III)錯体一塩化リチウム凍結水溶液系における 59Co(n, y)6°Co反応のホット

[ 10: 00] アトム化学

（東大理） 0酒井陽一・西大路宏・金子晃久・富永健

2 A O 5 核分裂および中性子捕獲反応で生成するセレン同位体のホットアトム化学

[ 10: 20] （京大原研）西 朋太•藤原一郎・今西信嗣（京大工） 0 森山裕丈

〈休憩〉

(4) 



10: 50-11: 50 

座長佐伯正克（原研）

2A06 アセチルアセトナト錯体キャッチャーヘのTcの反跳インプランテーション

[ 10: 50] （東北大理） 0関根勉•吉原賢二

2A07 アスタチンの有機溶媒との反応

[ 11: 10] （阪大理） 0高橋成人（神戸女大）音在清輝

2A08 核反応生成物のメチル化反応の機作について

(11: 30] （阪大理） 0常吉俊宏・山本正弘（神戸女大）音在清輝

〈昼休み〉

13: 15-14: 15 

特別講演 2

Muoniurn Chemistry 

Prof. David C. Walker (Univ. of British Columbia) 

座長富永健（東大理）

14: 25-16: 05 

ホットアトム 2 

座長工藤博司（原研）

2 AO 9 気相における溶媒和イオンの放射化学的研究

[ 14: 25] （東北大核理研）八木益男

2 A 1 0 反跳重陽子による 13Nの化学効果一13N/c-CsD12系

[ 14: 45] （立教大一般教育）〇泉水義大（立教大原研）戸村健児•松浦辰男

2 A 1 1 フラックスモニターを利用した反跳トリチウムと有機化合物の反応に関する研究

[ 15: 05] （東大RI セ・＊千葉大教養） 0大橋國雄・野川憲夫・丹野豊・伊吹幸男・

北村彰英＊ •森川尚威

2 A 1 2 キャリヤー無添加IICH4の放電反応

[ 15: 25] （北里大衛生） 0新澤和裕・斉藤充平・瀧 幸（理研）唐沢孝・野崎正

2 A 1 3 35 S 反跳原子とエタンとの反応—Arの添加効果

[ 15: 45] （北里大衛生） 0新澤和裕・瀧 幸

〈休憩〉

16: 15-17: 35 

座長吉原賢二（東北大理）

2 A 1 4 核融合炉ブランケット物質としてのLi2C2―•その熱化学的性質とトリチウムの挙動

[ 16: 15] （原研） 0工藤博司・奥野健二

2 A 1 5 シリコン単結晶中でのトリチウムの挙動

[ 16: 35] （原研） 0佐伯正克・荒殿保幸・中島幹雄・横山 淳・立川円造
2 A 1 6 屯標識ウラシルにおける¢壊変の化学的効果

[ 16: 55) （大放研）朝野武美 (KFA Jiilch) A. Halpern, G. Stocklin 

2 A 1 7 プラスミドDNAPBR322に対するトリチウムの効果

[ 17: 15] （静大理） 0長谷川図彦・吉永光ー・田見秀行

B 会場

9 : 00-10: 20 

放射化分析 2 

座長永塚澄子（東ア研）

2 B O 1 石炭中の微量元素の放射化分析

(5) 



[ 9 : 00] （武蔵工大原研） 0鈴木章悟・本多照幸・鈴木恵美・平井昭司

2 B O 2 切込焼古窯出土品の放射化分析

[ 9 : 20] （名エ試） 0河島達郎・松野外男

2 B O 3 長野県内遺跡出土須恵器の産地推定

C 9 : 40] （奈良教大） 0三辻利ー・山本成顕

2 BO 4 古代ガラスの放射化分析（第 2 報）

[ 10: 00] （東大理） 0富沢 威（無機材研）牧島亮男・下平高次郎（文化財研）江本義理

（東大理）富永健
〈休憩〉

10: 30-11: 50 

座長戸村健児（立教大原研）

2 B O 5 生体試料中のリンの荷電粒子放射化分析

[ 10: 30] （東北大核理研）〇桝本和義・八木益男

2 BO 6 放射化分析によるヒト骨のカルシウム・ナトリウム・アルミニウム・マグネシウム

[ 10: 50] 及びヨウ素の定蓋

（北里大医） 0太田顕成・松林 隆・糸満盛憲

2807 IAEAの洗浄方法による頭髪中元素の溶出挙動

[ 11: 10] （日大歯） 0野口邦和・清水雅美・西連寺永康

2 BO 8, 放射化分析による毛髪中の微量元素濃度分布

[ 11: 30] （放医研）〇湯川雅枝•安本正（労衛検センター）田中茂

＜昼休み〉

14: 25-15: 25 

RI 分離

座長渡利一夫（放医研）

2 BO 9 共沈捕集ペーパークロマトグラフィーによる RI の分離

[ 14: 25] （放医研） 0河村正一•竹下 洋・黒滝克己・柴田貞夫・古瀬雅子
2 B 1 0 130 I の無担体分離

[ 14: 45] （筑波大化）関 李紀0榎下マルガリーダ•井村みどり・池田長生

2 B 1 1 BaSO.へのアクチノイドの共沈

[ 15: 05] （原研） 0木村貴海・小林義威

く休 憩〉

15: 45-17: 25 

溶液化学・ポジトロニウム

座長中西孝（金沢大理）

2 B 1 2 無担体96TcO.―のテトラフェニルアルソニウム塩による溶媒抽出

[ 15: 45] （東北大理） 0大森 銃・高橋敏則・吉原賢二（東北大核理研）八木益男

2 B 1 3 硝酸溶液中の「ニトロシルルテニウム」

[ 16: 05] （原研）佐藤忠

2814 TTA と TOPO またはフェナントロリンによるNp(V) の溶媒抽出
[ 16: 25] （東北大工）井上泰〇籾山修

2 B 1 5 鉄塩素錯イオンの非イオ‘ノ性MR樹脂への吸着の特異性

[ 16: 45] （放医研） 0渡利一夫・今井靖子・阿部雅子・伊沢正実

2 B 1 6 e ＋寿命ドップラー幅相関測定のポジトロニウム化学における有用性

[ 17: 05] （東大原セ） 0伊藤泰男（東大工）三宅康博・田畑米穂

C 会場

9 : 00-10: 20 

(6) 



宇宙・地球化学

座長橋本哲夫（新潟大理）

2 C O 1 非破壊Y測定による U系列非平衡の研究と問題点

[ 9 : 00] （金沢大理） 0小村和久・塚本政樹・柳沢美樹男・阪上正信

2 C O 2 非破壊Y法による隕石試料中の放射性核種の測定

[ 9 : 20] （金沢大理） 0塚本政樹・小村和久・阪上正信

2 CO 3 隕石中の諸元素の同位体組成異常と核反応

[ 9 : 40] （名大理I •アンカンソー大り 0古川路明1·2. P. K. Kuroda2 

2 CO 4 東京溜海底土柱状試料中の137Cs と 9°Srの分布および21opbによる年代測定

[ 10: 00] （青学大理工） 0片平善晴•平尾良光・木村 幹（地質調査所）松本英二

く休 憩〉

10: 30-11: 50 

天然放射能

座長小村和久（金沢大理）

2 CO 5 液体シンチレーションカウンターによる水中Rn-Tn定量法（非平衡時測定法）

[ 10: 30] （大放研）柴田せつ子・）1|野瑛子0伊藤淋典

2 C O 6 放射性鉱物から溶出する U, Th, Ra同位体とその放射非平衡（第 3 報）

[ 10: 50] （東大理） 0小橋浅哉・富永健

2C07 LSI 用粘土中a放射体含量の産地比較

[ 11: 10] （理研） 0荒谷美智・大塚秀子・野崎 正

2 C O 8 土壌における天然放射性核種の分布
[ 11: 30] （大放研） 0恵和子・岡 喬

＜昼休み〉

14: 25-15: 45 

環境放射能 1 

座長杉村行勇（気象研）

2 CO 9 ョモギの植生と放射性核種濃度の関係

[ 14: 25] （九大理）百島則幸0古本五郎・高島良正

2 C 1 0 生鮮食品に含まれるセジウムとストロンチウムの酸抽出法

[ 14: 45] （日本分析セ） 0木村敏正・川上欽也・虻川成司・福嶋浩人・西山正孝

2 C 1 1 希土類，スカンジウム等の植物による集積

[ 15: 05] （京大原子炉•＊京大農）高田実弥・白川正広・片山幸士＊〇小山睦夫

2 C 1 2 大気浮遊塵中1Beの日変動

[ 15: 25J （放医研） 0阿部道子・阿部史朗・幸 操•福久健二郎

く休 憩〉

16 : 00-17 : 20 

座長木村幹（青学大理工）

2 C 1 3 筑波における大気・降水中の21op0および21opb

[ 16: 00] （気象研）杉村行勇0土器屋由紀子・廣瀬勝己

2 C 1 4 筑波における大気・降水中のプルトニウム含量

[ 16: 20] （気象研）〇廣瀬勝己・葛城幸雄・杉村行勇

2 C 1 5 エーロゾル中のウラン含量およびウラン同位体比

[ 16: 40] （気象研） 0杉村行勇・廣瀬勝己

2 C 1 6 アルセナゾ111-XAD-2 濃縮法を用いた海水中のプルトニウムの分析法

[ 17: 00] （気象研）〇廣瀬勝己•井上久幸・伏見克彦・杉村行勇

(7) 



A会場

9 : 00-10: 40 

環境放射能 2 

座長小山睦夫（京大原子炉）

3 A O 1 中国水爆実験によるトリチウム放出量

[ 9 : 00] （気象研） 0井上久幸・葛城幸雄

3 A O 2 中国原爆実験による対流圏降下物の滞留時間について

[ 9 : 20] （地化協）三宅泰雄（気象研）〇葛城幸雄

3 A O 3 環境中に存在する放射性核種の定量（7) 第25回中国核実験のフォールアウト

[ 9 : 40] （名大理） 0佐藤邦彦・古川路明（名大RI セ）小島貞男

3 A O 4 原爆被曝花巌岩中のEu-152のIn-Situ測定と近大炉によるシミュレーション照射研究

[ 10: 00] （金沢大理）阪上正信〇圃尾好宏・小村和久
3 A O 5 Falloutの粒径別捕集による放射性核種濃度測定

[ 10: 20] （九大理） 0百島則幸・古本五郎・高島良正

く休 憩〉

10: 50-12: 10 

座長古川路明（名大理）
3 AO 6 大気中の85kr濃度の測定

[ 10: 50] （九大理）高島良正・遠矢昭人（九大工） 0岡井富雄（九州環協）白石直典・

松岡信明

3 A O 7 海産生物中の安定および放射性コバルトの関係

[ 11: 10J （日本分析セ） 0樋口英雄・深津弘子・中山一成・虻川成司・今沢良章

3 AO 8. 一般排水中の核分裂放射性核種の発生日時の推定

[ 11: 30] （立教大原研）戸村健児

3 A O 9 敦賀原子力発電所周辺の環境放射能について

[ 11: 50] （福井大工1 ・東大医2• 金沢大癌研3 ・日大歯4• 静大教り庄野義之1• 安斉育郎2.

飯田克平3 •西川嗣雄℃野口邦和4• 林 弘文5. 山本富士夫1

B 会場

9 : 00-10: 20 

同位体交換・分離

座長外林武（新潟大理）

3 BO 1 T Q(I )-TQ (III)過塩素酸系同位体交換反応における硫酸の影響

[ 9 : 00] （静大理） 0中村恭子・長谷川図彦

3 B O 2 セレンの同位体交換反応について

[ 9 : 20] （北里大衛生） 0小川幸次・瀧 幸（理研）野崎正

3 B O 3 炭酸ガスレーザーによるトリチウムおよび重水素の同位体分離

[ 9 : 40] （東大理） 0巻出義紘・加藤修司（理研）武内一夫・栗原 修・中根良乎

（東大理）富永健

3 B O 4 無担体119Sb(V) の a-Fe203への吸着速度

[ 10: 00] （理研） 0安部静子・安部文敏•岡田卓也

く休 憩〉

10: 30-12: 10 

(8) 



計測・測定

座長八木益男（東北大核理研）

3 B O 5 熱蛍光の連続カラー写真とマイコンシステムによる観測

[ 10: 30] （新潟大理）橋本哲夫0高橋邦明・青柳麻実・木村健一・外林 武. 
3B06 MCAーマイコンイソターフェースの製作と aースペクトルの解析

[ 10: 50] （新潟大理）橋本哲夫〇増村修司・草野恒・外林武

3 B O 7 白雲母上の天然アルファ反跳トラックについて

[ 11: 10] （新潟大理） 0橋本哲夫・半田 隆・青柳義昭・外林武

3 B O 8 放射化ォートラジオグラフィーにおいて黒化を与える核種の局所的同定

[ 11: 30] （金沢大理） 0中西 孝・久田友恒・大谷睦美

3 B O 9 粒子トラック法による電子工学部品材料中の a放射体の評価

[ 11: 50] （金沢大理） 0中西 孝・江倉初美・阪上正信

ポスター発表

[ 10月 8 日（木）
P 会場

10 : 00-16 : 00 

2 P O 1 アクチノイドおよび周辺核種の"Chart of Nuclide”上における安定性に関する一考察

（東北大理）吉原賢二

2 P O 2 中性子スペクトルモニターの試作(2)

（京大原子炉）松下録治・小山睦夫

2 P O 3 放射化分析による集積植物種と環境の関係の調査研究

（京大原子炉・京大農＊）白川正広・高田実弥・片山幸士＊・小山睦夫

2 P O 4 ゼオライトに吸蔵されたKrの放射化分析による定量

（東大原セ）高野武美・伊藤泰男（山梨大工）児島弘直（東大工）松岡伸吾•田村孝章

(9) 
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Plenary sessions 
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(1]) 



Wednesday, 7 October 
Nuclear chemistry 
1A01 Photospallation yields from'3 3 Cs and'3 9 La: 

100 MeV vs. 200MeV 

1A02 

1A03 

1A04 

1A05 

1A06 

1A07 

1A08 

1A09 

1A10 

1A11 

1A12 

1A13 

Radiochemical studies on reaction mechanism of 
59Co (3He, n) 61Cu 

Heavy-ion reaction between 1 4 N and 6 2 Ni 

Heavy-ion reactions between 20Ne and 5ーCr, 54Cr 

Heavy ion reactions of 1 9 7 Au 

Measurement ｷof long-lived radioisotopes with a 
tandem Van de Graaff accelerator 

Range-energy relations for low energy heavy ions 

Double L-shell ionization in the internal conversion 
decay of 2 34 U (the first excited state) 

L-shell electron shake-off accompanying 2 3 • Pu 
alpha decay 

A Study on decay of 9 0 mRb and 9 0 9Rb by ISOL 

Measurement of spontaneous fission half-life of 
curium-242 

Angular distribution measurements of recoil • Li in 
9 Be(1T0,1TN)" Li with the solid state track detector 
(2) 

Nuclear excitation by electron transition (NEET) 
in 2, s U 

(12) 

DOHNIWA, M., HAMAJIMA, Y., OKADA, K. and 
SAKAMOTO, K. (Faculty of Science, Kanazawa 
University) 

TAKAHASHI, M., NAGAME, Y., SUEKI, K. and 
NAKAHARA, H. (Faculty of Science, Tokyo 
Metropolitan University) 

SUEKI 、 K., NAGAME, Y., TAKAHASHI, M., 
NAKAHARA, H. and KOHNO, I.* (Faculty of 
Science, Tokyo Metropolitan University; *Institute 
of Physical and Chemical Research) 

NAGAME, Y., KUDO, H., SUEKI, K., TAKAｭ
HASHI, M., NAKAHARA, H., KOHNO, I.,* and 
YANOKURA, M.* (Faculty of Science, Tokyo 
Metropolitan University; *Institute of Physical and 
Chemical Research) 

BABA、 H., BABA, S., HATA, K., ICHIKAWA, S., 
SEKINE, T., SHINOHARA、 N., SUZUKI, T. and 
TAMURA, T. (Japan Atomic Energy Research 
Institute) 

IMAMURA, M.', NAGAI, T.2, HASHIMOTO, Y凡
KOBAYASHI, K.4, YOSHIDA, K.2, YAMANE, 
1.5, YAMASHITA, H.3, INOUE, T.1, TANAKA, 
S.', and HONDA, M.2. (1 Institute for Nuclear 
Study, 2 Institute of Solid State Physics 、 3 Departｭ
ment of Physics and 5 Research Center for Nuclear 
Science and Technology, The University of Tokyo; 
4 Department of Physics, University of Kyushu) 

MIURA, T., MURAMATSU, H., 1¥/AKAHARA, H., 
TANAKA, E.* and FUJIOKA, M. そ骨 {Faculty of 
Science, Tokyo Metropolitan University; *Faculty 
of Science, Tohoku University; *骨Cyclotron and 
Radioisotope Center, Tohoku University) 

IMANISHI, N. and FUJIWARA, I. {Institute of 
Atomic Energy, Kyoto University) 

IMANISHI, N. and FUJIWARA, I. (Institute of 
Atomic Energy, Kyoto University) 

FUJIWARA、I., IMANISHI, N., OKANO, K.* and 
KAWASE, Y. * (Institute of Atomic Energy, 
Kyoto University; *Research Reactor Institute, 
Kyoto University} 

USUDA、 S., KONO, N. and UMEZAWA, H. (Japan 
Atomic Energy Reserch Institute) 

HAYASHI, S. and IWATA, S. (Research Reactor 
Institute, Kyoto University) 

SHINOHARA, A., SAITO, T. and OTOZAI, K.* 

(Faculty of Science, Osaka University; *Kobe 
Women's College) 



Radioanalytical method 

1B01 Application of PIXE analysis to environmental 
samples —experiments on volatility of stable 
elements 

1802 Isotope dilution analysis for antimony by using 
redox sub-and super-equivalence method —determ i­
nation of antimony in the presence of arsenic 

1B03 Radiometric redox titrations of antimony by using 
cerium{IV) sulphate 

1B04 Substoichiometric separation of lanthanum by 
• using EDTA 

1B05 Substoichiometric determination of molybdenum 
in orchard leaves 

1B06 Substoichiometric separation of fluorine byｷ using 
hydrated tin dioxide 

1B07 Determination of complexing capacity by radioｭ
analytical method 

Activation analysis (1) 

1808 

1B09 

1B10 

1B11 

1B12 

1B13 

1B14 

Isotope dilution activation analysis by using highly 
enriched isotope 

Determination of JR absorption coefficient of 
nitrogen in silicon by charged particle,activation 

A few remarks on the problems associated with 
rile-neutron and epi-thermal neutron activation 
analysis 

Distribution of trace elements in Tama River area 

Preconcentration of trace elements in natural water 
using piperadine0dithiocarbamate cellulose and 
applications on neutron activation analysis 

Determination of trace elements in algae by 
neutron activation analysis 

Neutron activation analysis of multi-elements in 
trees (2) 

(13) 

ISHIKAWA, M., MURAMATSU, Y., ISHII, T., 

NAVARRETE, V.R.*, IZAWA, G.*, OMORI, 
T.* and YOSHIHARA, K．骨（Nati onal Institute of 
Radiological Sciences; *Faculty of Science, Tohol<.u 
University) 

KAMBARA, T. and YOSHIOKA, H. (Radioｭ
chemistry Research Laboratory, Shizuoka Univerｭ
sity) 

KAMBARA, T., YOSHIOKA, H., SAGUCHI, J. 
and FUKUI, T. (Radiochemistry Research Laboｭ
ratory, Shizuoka University) 

KATOH, M., KUDO、 K., KOBAYASHI, K. and 
SHIGEMATSU, T. (lbaraki Electrical Communiｭ
cation Laboratory, Nippon Telegraph and Teleｭ
phone Public Corporation) 

SHIGEMATSU, T. and KUDO, K. (lbaraki Elecｭ
trical Communication Laboratory、 N ippon Teleｭ
graph and Telephone Public Corporation) 

SHIKANO, K., KUDO, K. and KOBAYASHI, K. 
(lbaraki Electrical Communication Laboratory, 
Nippon Telegraph and Telephone Public Corporaｭ
tion) 

OSAKI, S., MANNEN, N. and TAKASHIMA, Y. 
(Faculty of Science, Kyushu University) 

MASUMOTO, K. and YAGI, M. (Laboratory of 
Nuclear Science, Tohoku University) 

MASUI, T., MURAOKA, S. and NOZAKI, T.* 
(Shin-Etsu Handotai Co., Ltd; *The Institute of 
Physical and Chemical Research) 

TSUKADA、 M.* 、 HORIUCHI, K.,, NAKAHARA, 
H. and MURAKAMI, Y.** (Department of Chemiｭ
stry, Tokyo Metropolitan University; *Department 
of Agricaltural Chemistry, Meiji University; 
＊骨 Kitasato University, School of Hygienic Sciences) 

HIRAI, S. (Atomic Energy Research Laboratory, 
Musashi Institute of Technology) 

IMAI, S., MUROI, M., HAMAGUCHI 、 A. and 
KOY AMA, M. * (Public Health Research ln.stitute 
of Kobe City; *Research Reactor Institute, Kyoto 
University) 

NAGATSUKA, S., TANIZAKI, Y. and YAMAｭ
ZAKI, M. (Tokyo Metropolitan Isotope Research 
Center) 

HONDA, T., SUZUKI, S. and HIRAI, S. (Atomic 
Energy Research Laboratory, Musashi Institute of 
Technology) 



1B15 Activation analysis of tieachsand、 clay and rock in 
Tsuruga Peninsula 

M函sbauer effect (1) 

1C01 

1C02 

1C03 

1C04 

1C05 

1C06 

1C07 

1C08 

1C09 

1C10 

1C11 

1C12 

1C13 

1C14 

111 
TDPAC study on nuclear spin relaxation of "'In 
(• 111 Cd) adsorbed on magnetic oxide surfaces 

Emission Mossbauer spectra of carrier-free 57Co 
adsorbed on corundum-type magnetic oxide 
surfaces 

Emission Miissbauer spectra of five-and six-coｭ
ordinate cobalt (111) tetraphenylporphyrine comｭ
plexes 

Gamma-irradiation effects on several spin crossｭ
over iron complexes 

Mossbauer spectroscopic study of spin crossover 
[Fe(acen) (dpp)] (B</>4) complexes 

Conversion electron Miissbauer study of the reacｭ
tion of iron with hydrogen sulfide or sulfur vapor 

Geochemical applications of Mossbauer spectroｭ
scopy (4) Mossbauer spectra of geological reference 
materials 

Mossbauer and ESR studies of potassium borophosｭ
phate glasses 

Mossbauer and ESR studies of potassium borate 
glasses containing a small amount of chloride ions 

Mossbauer spectra of potassium borosilicate glasses 
at low temperature and the annealing effects of the 
glasses 

Conversion electron Mossbauer spectroscopic study 
by means of a sum-coincidence technique 

Thermal neutron irradiation effects on tris(oxalato)ｭ
fe rrates (111) 

Mi:issbauer spectroscopic studies of organotin 
polymers containing two or more Mi:issbauer 
nuclides (119Sn, 59Fe or 197 Au) 

Construction of parallel-plate avalanche counter 
for Mossbauer spectroscopy 

(14) 

MITSUJI, T., HIRAGA, S. and YAMAMOTO, N. 
(Laboratory of Chemistry, Nara University of 
Education) 

ASAI, K., SEKIZAWA, H., AMBE, S. and AMBE, 
F. (The Institute of Physical and Chemical Reｭ
search) 

AMBE, F., AMBE, S., OKADA、 T. and SEKIZAｭ
WA, H. (The Institute of Physical and Chemical 
Research) 

TERAI, Y., YAMAMOTO, K. and NOZAKI, T. 
(The Institute of Physical and Chemical Research) 

MAEDA, Y., OHSHIO, H., TSUTSUMI, N. and 
TAKASHIMA, Y. (Faculty of Science, Kyushu 
University) 

MAEDA, Y., OHSHIO, H. and TAKASHIMA, Y. 
(Faculty of Science, Kyushu University) 

MATSUO, M. and TOMINAGA, T. (Faculty of 
Science, The University of Tokyo) 

MINAI, Y. and TOMINAGA, T. (Faculty of 
Science, The University of Tokyo) 

NISHIDA, T., MIYAMOTO, Y. and TAKASHIMA, 
Y. (Faculty of Sci ence、 Kyushu University) 

NISHIDA, T., KAI, N. and TAKASHIMA, Y. 

(Faculty of Science, Kyushu University) 

NISHIDA, T., HIRAI 、 T. and TAKASHIMA, Y. 
(Faculty of Science, Kyushu University) 

ENDO, K., MIZUI, M. and SANO, H. (Faculty of 
Science, Tokyo Metropolitan University) 

AKASHI, J., KA TADA, M. and SANO, H. (Faculty 
of Science, Tokyo Metropolitan University) 

KATADA, M. 、 HIRASAWA, Y. and SANO, H. 
(Faculty of Science, Tokyo Metropolitan Univerｭ
sity) 

MIURA, T., MURAMATSU、 H., NAKAHARA, H. 
and YAMAKOSHI, K．曇（Faculty of Sc ience、
Tokyo Metropolitan University; *The Institute for 
Cosmic Ray Research, The University of Tokyo) 



1C15 Chemical effect on outer-shell internal conversion 
in 119Sn 

Thursday, 8 October 
Hot-atom chemistry 

2A01 

2A02 

2A03 

2A04 

2A05 

2A06 

2A07 

2A08 

2A09 

2A10 

2A11 

2A12 

2A13 

Recoil behaviours of central atoms in trisｭ
(bipyridine)ruthenium(I I) chloride system 

Chemical forms of radioiodine produced in fission 
products 

The retentions of 97Ru and 103Ru on neutron 
irradiation for tris(1, 10-phenanthroline)-ruthenium 
(II) ion in crystal, solution and non-polar resin 

Hot-atom chemistry of 59Co (n, -y) 6ーCo reaction 
in frozen aqueous system containing cobalt(III) coｭ
ordination compound and lithium chloride 

Hot atom chemistry of selenium isotopes formed 
by fission and neutron capture 

Recoil implantation of Tc into the catchers of 
acetylacetone complexes 

The reaction mechanisms of astatine with organic 
solvents 

Studies on the mechanism of methylation reaction 
of nuclear reaction products 

Radiochemical studies on solvated ions in the gas 
phase 

Chemical behaviour of 13N produced by recoil 
deuterons in pile-irradiated cyclohexane-d1 2 

Study on the reaction of organic compounds with 
recoil tritium atoms by the use of a neutron flux 
monitor 

Electric discharge reaction of no added carrier 
methane-11C produced by cyclotron 

Reaction of recoil 35S atoms with ethane-Effect 
of argon on the formation of hydrogen.sulfide 

05) 

MURAMATSU, H., MIURA, T. 、 NAKAHARA, H., 
FUJIOKA, M.*, TANAKA, E.* 号 ,ARAI, Y.** and 
HASHIZUME, A.*** (Faculty of Sc i ence、 Tokyo
Metropolitan University; *Cyclotron and Radioisoｭ
tope Center, Tohoku University; **Faculty of 
Science, Tohoku University; ***Institute of 
Physical and Chemical Research) 

IKEDA, N., WATANABE, Y. and SHOJI, H. (Inｭ

stitute of Chemistry, The University of Tsukuba) 

IKEDA、 N., SEKI, R. and YAMAMOTO, K. {Inｭ
stitute of Chem istry、 The University of Tsukuba) 

TANAKA, M., TAKAMI, Y.* and ISHIMORI, T.** 
(Nippon Medical School; *Institute for Atomic 
Energy, Rikkyo University; 骨斧 College of Science, 
Rikkyo University) 

SAKAI, Y., NISHIOJI, H., KANEKO, T. and 
TOMINAGA, T. (Faculty of Science, University of 
Tokyo) 

NISHI, T., FUJIWARA, I., IMANISHI, N. and 
MORIYAMA, H.* (Institute of Atomic Energy, 
Kyoto University; *Faculty of Engineering, Kyoto 
University) 

SEKINE, T. and YOSHJHARA, K. (Faculty of 
Science, Tohoku University) 

TAKAHASHI, N. and OTOZAI, K. * (Faculty of 
Science, Osaka University; *Kobe Women's Colｭ
lege) 

TSUNEYOSHI, T., YAMAMOTO,M.andOTOZAI, 
K.* (Faculty of Science, Osaka University; *Kobe 
Women's College) 

YAGI, M. (Laboratory of Nuclear Science, Tohoku 
University) 

SENSUI 、 Y., TOMURA、 K.* and MATSUURA, T.* 

(Faculty of General Education, Rikkyo University; 
*Institute for Atomic Energy,ーRikkyo University) 

OOHASHI, K., NOGAWA、 N., TANNO、 Y.,IBUKI,

Y., KITAMURA, A.* and MORIKAWA, N. (Radioｭ
isotope Centre, University of Tokyo; *College of 
Arts and Sciences, Chiba University) 

NIISAWA, K., SAITOH, J., TAKI 、 K., KARASAｭ

WA, T.* and NOZAKI, T.* (Kitasato University, 
School of Hygienic Sciences; *Institute of Physical 
and Chemical Research) 

NIISAWA, K. and TAKI, K. (Kitasato University, 
School of Hygienic Sciences) 



2A14 

2A15 

2A16 

2A17 

Thermochemical properties of Li2 C2 and chemical 
behavior of tritium in neutron-irradiated Li2 C2 

Behavior of tritium in silicon single crystal 

Chemical effects of (j-decay in t叶tium labelled 
uracil 

Effects of tritiated water on plasmid DNA pBR 
322 

Activation analysis (2) 

2B01 

2B02 

2803 

2B04 

2B05 

2B06 

2B07 

2B08 

Neutron activation'analysis of trace elements in 
coals and coal ash 

Activation analysis of excavation from Kirikome 
old kiln 

Inferring of the provenance of Sue-ware sherds 
obtained in the ancient site of Nagano Prefecture 

Instrumental neutron activation analysis of ancient 
glasses excavated in Japan (2) 

Charged-partii;le activation analysis of phosphorus 
in biological materials 

Determination of calcium, sodium, aluminum, 
magnesium and iodine in human bone by neutron 
activation analysis 

Elution behaviors of several elements from scalp 
hair by the IAEA washing method 

Neutron activation analysis of trace elements in 
human scalp hair 

Separation of radioisotopes 

2B09 

2B10 

2B11 
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